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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目：個人主義と共同体のあいだ 

－芸術家グループ〈ブリュッケ〉と「ドイツ表現主義」をめぐって－ 

 学位申請者 大森淳史 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学 教授   上倉庸敬 

  副査 大阪大学 教授   藤田治彦 

  副査 大阪大学 教授   圀府寺司 

  副査 大阪大学 准教授  三宅祥雄 

  副査 大阪大学 准教授  田中均 

  副査 會津八一記念館々長 神林恒道 

【論文内容の要旨】 

〈ブリュッケ〉は、1905年ドレスデンで 4人のメンバーによって結成され、1911年末のベルリン移住をへて、

内部分裂から 1913年に解散した小さな芸術家グループ。以後の美術批評はこのグループを、ミュンヘンにいたカ

ンディンスキーら〈青騎士〉グループとともに、第 1 次世界大戦前「ドイツ表現主義」の中心に位置づけ、同時

代フランスのパリ「フォーヴ」に併行する現象を担ったと見なしている。本論文はその〈ブリュッケ〉の研究で

ある。体裁は A４判、目次・本論・註をあわせて全 211ページに、図版 139葉を附す。本文１ページは 36行、１

行は 40文字で、文字数は約 30万 1000、400字詰め原稿用紙ほぼ 750枚に相当する。

全体の構成は、「はじめに」で本論文のテーマと先行研究、および〈ブリュッケ〉をとりあげた現在までの主要

展覧会を考察する。以下「第１章．1900年前後における文化批判と改革運動」、「第２章．個人主義と共同体のあ

いだ－芸術家グループ〈ブリュッケ〉を中心に」、「第３章．国民芸術か、退廃芸術か－「ドイツ表現主義」をめ

ぐって－」、「おわりに」とつづく。各章のタイトルは如実にその主題を示している。論旨に即して要約する。

本論文の第 1の意図は、芸術家グループ〈ブリュッケ〉を中心に 1900年代初頭ドイツの芸術運動を、1900年

前後の時期の、ことにドイツにおける文化史的、精神史的、社会思想的背景との関連において考察することにあ

る。背景のうち特に次のことに注目する。ドイツ文化の危機を訴えた保守的文化批判、共同体的連帯のなかでの

実践運動を通して人間の自然的本性の回復と自己の内的革新を期する入植運動、青年運動、裸体文化運動などの

生活改革運動、世紀の変わり目ごろまでには毒牙を抜かれて知識人と芸術家には融通の利く反抗思想となってい

たアナーキズム、さらには工芸から工業デザインへの途上にあった建築および工芸における改革運動である。

見出した諸関連を、〈ブリュッケ〉の特徴的な点に結びつけて分析する。その諸特徴とは、芸術と生活を既存の

規制から解放しつつ一体化するという姿勢、装飾芸術ないし空間芸術とのかかわり、木版画を中心とするグラフ

ィックへの執着、同胞愛的連帯にもとづく小共同体としてのグループの性格と際立った展覧会活動である。

第 2 の意図は、時代的背景のなかに内在していた民族主義的論調が、第 1 次世界大戦の少し前ごろから〈ブリ

ュッケ〉を筆頭として「表現主義」をめぐる議論のなかに現れてきて、「表現主義」に「ドイツ的本質」を体現す



る「国民的芸術」という性格づけが付与されるようになるとともに、それがやがてナチスの近代芸術攻撃の矢面

に立つ、そこに至る経緯をたどることである。

論旨全体を貫いているのが、タイトルにもある、個人主義と共同体への志向との緊張した関係への視点である。

ここにいう個人主義は、ニーチェの急進的貴族主義およびシュティルナーの「唯一者」へと結び付けられつつ、

1890年代以降のドイツでしばしば語られた概念である。ことにヴィルヘルム 2世治下の政治・社会情勢への失望

から、芸術家の生がこの個人主義の要求を一手に引き受けるようになった。この個人主義は、個人を越えた共同

体へ向かうという矛盾した傾向を同時にもっていた。芸術家グループ〈ブリュッケ〉にはそうした矛盾が典型的

に見られる。その矛盾を、パトスと同胞愛に満ちた共同体体験が解消していた。

ただし、共同体への志向は、一方で往々にして「ドイツ的本質（Deutschtum）」を核とする民族共同体のよう

な民族主義的観念へと結びつくとともに、また他方であらかじめ約束された世界の調和といった神秘主義的観念

へと通じていく傾向をも具えていた。そうしたことは、1900年前後の時期のさまざまな文化批判や各種の実践運

動のなかにすでに見られたが、第 1 次世界大戦前後の「表現主義」をめぐる議論のなかにも現れた。やがてナチ

スがそうした傾向をすくいとり、大衆煽動へと利用していった。

【論文審査の結果の要旨】

本論文の成果にまず挙げるべきは、1870年から 1934年までのドイツにおける芸術事象をとりあげて、ドイツ

的本質 Deutschtum とよばれるものの確固たる手応えを浮かびあがらせたことであろう。ニーチェとシュティル

ナーの著述から「貴族主義」および「個人主義」という抽象概念を導きだし、それを作業仮説として個々の具体

事例を精密に分析し、その仮説を適用、ないし、そこから仮説を逆に析出する。その結果、およそ 60年をこえる

歴史のなかで、貴族主義および個人主義が、具体事象から形づくられた、きわめて抽象度の高い Deutschtum に

変貌するプロセスを、本論文をとおしてわたくしたちは目の当たりにすることができる。それは、ドイツが普仏

戦争で文化先進国フランスに勝利をおさめたときから、ニュルンベルク第 6 回党大会でヒトラーが民族主義にも

とづくアンチ現代芸術の声をあげて大衆をひきつけたときまでの 65年である。抽象か具象か、どちらかでしか語

りにくい時間だったので、この成果をへてはじめて、少なくとも芸術学上、わたくしたちはこの時代を思想検討

の対象とすることが可能になった。

ついで挙げるべきはもちろん、詳細な文献と洩れのない展覧会精査によって〈ブリュッケ〉の全体を残る隈な

く研究し尽くしたという、芸術史学上の成果である。具体から抽象へ志向しつつも〈ブリュッケ〉作品の「形」

に対して論者の目は周到であり、たとえばフィドゥス「光の崇拝」が示す形態の系列は些細な点までたどられ、

またたとえば民族の意匠は当時ひらかれた民族ショーの絵葉書を含めて際限ないほどに追尋される。その上で、

世紀末以来のアナーキズム、ユダヤ人問題、作家の出身階級といった問題が論じられる。重要事で扱われていな

いのは金銭の動きであろうか。

成果を挙げていけば切りがない。本論文は時代のドイツを論じて、叙事と叙情のなかに光と影が相半ばする人

間の運命さえ感じさせる。かちえた自信の蔭で、フランスへの屈折した敵愾心にあおられ、急激な工業化がもた

らす都市化と大衆化に難渋しながら、〈ブリュッケ〉のドイツは、個人をのりこえる共同体を体験する。それは「か

つて神秘主義者、千年王国論者をも支配していたような、あの非歴史を思わせるなにか、あの忘我の一点」だっ

たと、論者はマンハイムの言葉を引用する。そこに、希望をもたらすはずだった共同体への契機が結局はヒトラ

ーに簒奪されてしまったという、論者の取り返しのつかない思いが滲み出る。

本論文は博士（文学）の学位を授与するにふさわしいと認定する。


